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　島弧における帯状構造の屈曲とプレートの斜め沈み込み

第1部　一西南日本外帯沖の屈曲構造とプレート境界地震一

杉　山　雄一＊

SuGIYAMA，Y．（1989）　Ben（l　of　the　zonal　stnlcture　of　island　arcs　and　oblique　subduction　as　the

　　cause　of　the　bending．Part1－Bending　structures　offthe　outer　zone　of　Southwest　Japan

　　and“Plate　boundary”earthquakes一．Bz6Z乙G60孟S％7鉱ノ41》ごz％，vo1．40（10），P．533－541．

Abst職c重：On　the　Pacific　side　of　SouthwestJapan，five　promontories　exist　at　almost　regularin－

tervals　of120to150kilometers．Along　these　promontories，there　are　meridional　upheavals

whose　axes　are　extended　to　the　south　and　bend　cloc㎞ise　from　N－S　to　E－W　direction　and

change　intoE－W－trendinganticlinaloranticlinoriumaxesinthe　outerridgezones。Based　on

these　geological　and　geomorphic　features，the　Pacific　side　of　Southwest　Japan　is　divided　into

five　equivalent　regions　（structural　units）．

　　Detailed　geological　structures　of　the　structural　units　have　been　revealed　by　the　seismic

profilings　conducted　by　GSJ　in　the　area　off　Muroto　zaki（Muroto　Promontory　in　Shikoku）。

Alongthe　mehdional　upheaval　atthe　unitboundary，there　are　both　anose　structure　protruding

northward，and　meridional　faults　indicating　relative　uplifts　of　the　westem　blocks。N－S－tren－

dingfoldsfomedby　E－W　compressionexist　inthewestempart6ftheunit。Megakinkfolds
showing　clockwise　and　counterclockwise　rotations　are　developed　respectively　in　the　westem

and　eastern　halves　of　the　unit．

　　Along　the　Nankai　Trough　off　Southwest　Japan，there　have　occurred　so－called“plate

boundary”earthquakeswith　amagnitude　over7。5atintervals　of　ahmdred　ormoreyears．The

inferred　sourceregions　ofthese　earthquakes　coincide，inbotぬdimensionandlocation，withthe

structural　units．Furthermore，the　pattems　of　cnlstal　movements　associated　with　these　earth－

quakes　and　the　pattem　of　compressive　deformation　inferred　from　fault　models　of　the　earth－

quakes　coincide　with　the　above－mentioned　characteristics　of　the　stnlctural　units．

　　From　these　facts，it　is　concluded　that　the　bending　stnlctures　have　been　formed　by　ac－

cumulation　of　coseismic　compressive　deformations　as　a　result　of　recurrent　earthquakes’at　the

same　source　regions（structural　units）．

　　On　the　basis　of　these　data　and　considerations，I　present　a　generalized　model　of　bending

of　the　structures　parallel　to　the　trench　axes　in　relation　to　the　oblique　subduction．As　an　impor－

tant　result　of　the　modeling，it　is　inferred　that　if　the　strain－release　domains　were　fixed　to　form

structural　units　in　the　underthrusting　accretionary　prisms　and　oceanic　plate　beneath　the　fault

of“plate　boundary”earthquakes，a　nose　stmcture　protmding　oceanwards　with　downwarping

is　formed　at　the　boundary　of　structural　units．

1．はじめに

　西南日本の太平洋沿岸には，西から足摺岬，室戸岬，

潮岬，大王岬及び御前岬からなる5つの南方に突出する

岬が存在する．これらの岬については，ほぼ等しい間隔

で存在すること，この部分に南北性の隆起軸が存在する

こと，海成段丘面が周囲より高い位置に存在すること，

などの興味深い特徴があることが古くから指摘されてい

る（OTuKA，1932；TsucEI，1961など）．しかしながら，こ

＊環境地質部

のような顕著な地形及び地質構造の形成メカニズムにつ

いては，プレート境界地震との関連性が指摘されている

ものの（例えば，藤田・太田，1977など），今日に至るま

で十分な説明がなされないままでいた．

　杉山・粟田（1989）及び粟田・杉山（1989）は，地震発生

機構の地域的特性に関する研究の一環として，海域を含

めた西南日本外帯の地形及び地質構造とプレート境界地

震に伴う地震性地殻変動との関係を検討した．その結

果，南北性隆起軸などの岬付近の地形・地質学的特徴

は，プレート境界地震に伴う右斜めずれ断層運動によっ

て形成されたとの結論に達した．
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　筆者は更に，プレート境界地震の震源域境界部の地質

構造を詳細に検討した．その結果，震源域境界部の地質

構造は，最近，西南日本各地から報告されている帯状構

造の屈曲（杉山，1981；寺岡ほか，1981；柳井，1986な

ど）と基本的な特徴が一致することが判明した．また，

これらの屈曲構造の幾何学的特徴から，屈曲構造形成当

時のプレート間相対運動の横ずれセンスを特定できるこ

とカミ明ら力紹こなった．

　本稿（第1部）では，これら一連の研究成果のうち，震

源域境界部の地質構造（屈曲構造）の特徴とその一般化し

た形成モデルについて報告する．また，次稿（第2部）で

は，このモデルによる西南目本各地の屈曲構造の解析と

その解析結果に基づくプレート間相互運動の変遷につい

て報告する．

2．　西南日本前縁の構造単元
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　西南日本の前縁部は，第1図に示すように，逆L字

状のトレースを持つ隆起軸とその背後（島弧側）の前弧海

盆をセットとする，東西幅120－150kmの5つの地域（構

造単元）に区分される（杉山・粟田，1989）．これら5つ

の構造単元は，規模及び配置の点で，南海トラフ沿いの

プレート境界地震の震源域（第2図）と一致する．また，

構造単元を特徴づける地形及び地質構造（①逆L字状の

トレースを持つ隆起軸，②その背後の前弧海盆並びに

③隆起軸北端に位置する岬付近の段丘面の島弧側及び西

方への傾動）は，プレート境界地震に伴う垂直変動のパ

ターン（第3図下段）と調和的である．

　このことから，構造単元ノ4－Z）とプレート境界地震の

震源域A－Dとは1対1に対応しており，構造単元を特

徴付ける地形・地質構造は，プレート境界地震が同じ領

第2図　西南日本前縁部におけるプレート境界地震の震源

　　　域（A－E領域）宇津（1984）による・

Fig．2　Source　regions　of“Plate　boun〔iary”earthquakes

　　in　Southwest　Japan．After　UTsu（1984）．A－E　sec－

　　tions　are　source　regions　of　recurrent“plate－boun－

　　dary”earthquakes、

域を震源域として繰り返し発生した結果，地震時地殻変

動の一部が永久変形として累積して形成されたと考えら

れる（杉山・粟田，19891粟田・杉山，1989）．

3．　構造単元境界部の地質構造（屈曲構造）

　構造単元AとBの境界に当たる室戸岬沖の地質構造

は，岡村・上嶋（1986）によって詳細に調査されている．

彼らの20万分の1室戸岬沖海底地質図及び同説明書第7

図によると，逆L字状のトレースを持つ隆起軸は複背

斜構造からなる．複背斜構造は，摺曲軸と並走し，西側

ブ・ックの相対的隆起を示す断層（第4図c）を伴う．

　隆起軸周辺の地質構造に注目すると，隆起軸の東西で

誕熱癖，，，，，，，1……撫を

讐雛撫欝讐織礫護曇鷺
　　　　＼誉＼

第1図　西南日本前縁部の大地形及び地質構造　主として井上・本座（1982）による，温一〇及びZは構造単元（本文参照）．a：足摺岬，m：

　　　室戸岬，s：潮岬，d：大王崎，o：御前崎．

Fig。1Topographic　and　stnlctural　outlines　of　the　forearc　side　of　Southwest　Japan．Mainly　after　INouE　and　HoNzA（1982）．

　　∠4－1）and　Zare　structural　units。a：Ashizuri　misaki，m：Muroto　Zaki，s：Shiono　misaki，d：daio　zaki，o：Omae　zaki．
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Us＝71，Ud＝71 載
ら　　b　　、　　　、　　　、　　　、　　、

、　　、　　　　、　、　　　　、

、　＼　　　＼　＼　　　、

、　＼　＼　＼＼　　＼

、　　、　　軸

、　　、　　、

、　　、　　、

　　　　　　　　　　　　〆
＼＼＼＼＼＼＼＼＼、1

．＼＼＼＼＼＼＼＼＼減

＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼

￥

、

トヘペ

→’一東西性圧縮場
　〆ヒE、W
・→rc。mpressi・naI

→妻field
＿．，二

　，！

第3図

Fig．3

　　　　　　　　　　　、　、　　　　　『　関　『　N　マ

　　　　　　　　　　　　．　風　、　、　、　、　、　、　、　、　、　・

　　　　　　　　　　　　　r　、　、　～　、　、　、　、　、　、　啄
　　　　　　　　　　　ノー2一一F一一口口曹一一一～、、、一、＿

　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　　　　　　　！ノ　　ノー4一一一一一一一一一一＿＿＿＿　　　　　　・
　　　　　　　　　ノ　　／　　，＿、　　　　　　　、＼　　　　、　　　、＿一
　　　　　　　　メ　　ノ　　ノノ　　ヤ　　　　　　　　　ヤ　　　　ヨ　　ノノ　　　ペヤ
　　　　　　　　／　！／／／　　’　　　　　ノ　ノ．／　　　＼
　　　　　　　　／　ノー6’一一　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　ノ　1！／　　　　　　　　　　　　　　　±0
　　　　　　　1　11－8
　　　　　　　’

　　　　　　　1
　　　　　　　、
　　　　　　　、
　　　　　　　　、　　　　　、　￥
　　　　　　　　、　　、￥　／　　　　，／一’　　　／
　　　　　　　　、　　　　、一’　　　　　ノ／　　　　　　　ノノ
　　　　　　　　＼　　　　　　　　　！一2ノ　　　　　　　　．／’

　　　　　　　　’￥　　、／　　　　±0！
　　　　　　　　　￥　　　　　　　　　！　　　　　　　　　￥　　　　　　　！

右横ずれ逆断層運動による地表の水平変位（上段）と垂直変位（下段）安藤（1985）に加筆．横ずれ成分：縦ずれ成分＝1：1，断層

面（図中の四角形）の傾斜30。，その上端（四角形の下辺）が地表に達している場合、便宜上，断層面の走向を東西，傾斜の方向（島弧側）を

北と見なす，

Horizonta1（top）and　vertical（bottom）（iisplacements　at　the　ground　su㎡ace　by　right－1ateral　reverse　faulting．Retouched

afterANI）o（1985）．The　ratio　oflateral　displacementto　vertical　one　is　l　to1．Inclination　ofthe　faultplane（quadrangle　in

the　figure）is30。and　the　upper　e（1ge　of　the　fault　plane（bottom　side　ofthe　quadrangle）reaches　the　groun（i　surface．For

convenience’sake，the　srike　and　dip　ofthe　faultplane　are　assumedto　be　E－W　and　northrespectively，
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地層の変形パターン及び変形強度に差異が認められる．

即ち，隆起軸の西側では，摺曲や断層が少なく，地層の

走向変化のパターンは比較的単純である．この部分に特

徴的な構造として，左回転メガキンク摺曲（POWELL6孟

砿，1985；柳井，1986）が存在する（第4図e）．これに対

して，隆起軸の東側では，東西性の断層が多数存在する

ほか，地層の走向に複雑な屈曲が認められる．これらは

屈曲のパターンから，島弧側へ突出するノーズ状構造

（第4図b），南北方向の軸を持つ摺曲（同d），右回転メ

ガキソク摺曲（同f）などから構成される．

　また，構造単元Zと且の境界に当たる足摺岬沖の地

質構造は，岡村ほか（1987）によって精査されている．彼

らによると，足摺岬沖の隆起軸も複背斜構造からなり，

東側落ち及び西側落ちの南北性断層を伴う．また，複背

斜構造の東側には幅約40kmに亙って，南北方向の軸を

持つ波長数km－10km程度の摺曲群が発達する．

　潮岬沖（構造単元BとCの境界）及び大王崎沖（同C

とDの境界）については，詳細な地質構造調査が行われ

ていない．しかし，井上・本座（1982）の海底地質図によ

ると，単元境界の西側に逆L字状，東側にL字状のト

レースを有する背斜軸が存在し，単元境界に沿って島弧

側へ突出するノーズ状構造の存在が示唆される．更に，

海上保安庁水路部（1980）によると，構造単元Z）の東端

に位置する御前岬沖の隆起軸（御前崎海脚）周辺には，室

戸岬沖と同様に西側ブρックの相対的隆起を示す顕著な

南北性の断層が存在する．

4．屈曲構造と右斜めずれ断鷹運動に伴う

　地表変位との整合性

　前章に示した各構造単元境界部の変形構造（屈曲構造）

は，右斜めずれ変位を有する震源断層の活動に伴う地表

変位（第3図）と調和的である．すなわち，単元境界の東
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蛍難

　　／／／／インー／

傷擁鍵鮒．
蕪・ミ剛劣髪1三

33。30’N

　　　　　　　　　134。0σ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　134。30’E

第4図　室戸岬沖の地質構造　岡村・上嶋（1986）の第7図を簡略化．a：逆L字状のトレースを持つ隆起軸，b：ノーズ状構造，c：西側ブ・ッ

　　　クの相対的隆起を示す南北性断層，d：南北方向の軸を有する摺曲，e：左回転メガキソク摺曲，f：右回転メガキンク摺曲．

Fig．4　Detailed　geologic　strutures　off　Muroto　zaki（Muroto　Promontory）．Simplified　after　O幽Mu踏and　JosH㎜（1986）．a：

　　upheaval　with　an　inverted　L－shaped　axial　trace，b：nose　structure，c：N－S－tren（1ing　faults　showing　relative　uplift　of　the

　　westem　blocks，d：folds　with　N－S－trending　axes，e＆f：megakinkfolds　showing　countercloc㎞ise　and　clockwise　rota－

　　tions　reSpectively．

鍵

側に発達する南北方向の軸を持つ摺曲（第4図d）は，震

源断層東端部から東隣の構造単元西端部にかけて，東西

性の圧縮場（短縮場）が形成されることと調和的である．

また，島弧側へ突出するノーズ状構造（第4図b），並び

にこれに付随する左回転メガキンク摺曲（第4図e）と右

回転メガキンク摺曲（同図f）のペアは，単元境界付近に

おける東西方向の短縮（締め付け）が島弧側へ向かって減

少することを反映した構造と考えられ，震源断層東端部

における水平変位の分布パターン（島弧側へ向かって東

西短縮量が減少する）と一致する．

　また，西側ブロックの相対的隆起を示す南北性の断層

（第4図c）は，震源断層の上盤東端部における南東一東

斜め上方を向く地震時変位を反映していると解され，基

本的には逆断層と考えられる．

　以上の事実及び推論から，構造単元の境界部に存在す

る屈曲構造は，プレート境界地震に伴う地震性地殻変動

の一形態と考えられる．この結論は，屈曲構造を構成す

る各変形要素（ノーズ状構造やメガキンク摺曲など）が定

常的な造構応力場で形成されたものではなく，プレート

境界地震に伴って，100－200年程度の間隔で“パルス的”

に生成される応力場の産物であることを意味する．

5、　屈曲構造の形成モデル

5．1右斜め沈み込みに伴う屈曲構造の形成モデル

　南海地震（1946年）の断層モデル（ANDo，1982など）を

考慮して，第4図に示した室戸岬沖の屈曲構造と室戸岬

付近から南海トラフにかけての音波探査断面（井上・本

座，1982；岡村・上嶋，1986など）とを重ね合わせるこ

とにより，第5図のような屈曲構造の形成モデルを描く

ことができる．

　右斜め沈み込みに伴う屈曲構造の構造要素は次のよう

にまとめられる．

a：構造単元の右端から海洋側の縁（震源断層の上端）に

　沿う，逆L字状のトレースを持つ隆起帯（構造単元
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島弧における帯状構造の屈曲とプレートの斜め沈み込み　第1部（杉山雄一）

島弧側へ突出する
ノーズ状構造（b）

　逆L字状のトレース
　を持つ隆起帯（a）

構造単元の境界

脈“7

　　　　　　　　　　　　　　　　帯状構造に平行な方向　　　　　　　　左側ブロックの相対的
　　和　　隆起を示す逆断層（c）の圧縮による融（d）
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第5図　屈曲構造の形成モデル　右斜め沈み込みの場合

Fig．5　Generalize（1formation　model　ofben（1ingstructures．Inthe　case　ofright・lateral　oblique　subduction．a：upheavalwithanin－

　　verted　L－shape（1axial　trace，b：nose　stnlcture　protruding　landwards，c：reverse　fault　showing　relative　uplift　of　the　left－

　　han〔ied　block，（1：folds　formed　by　compression　parallel　to　the　trench　axis，e＆f：mega雄nk　folds　showing

　　counterclockwise　an（i　clockwise　rotations　respectively．

　右端部では島弧側へ変位量を減じる）

b　l単元境界に沿う，島弧側へ突出するノーズ状構造

　（海溝軸に平行な帯状構造の島弧側への突出）

c：単元境界付近における，左側ブロックの相対的隆起

　を示す南北性の逆断層

d　lアコーディオン状摺曲や共役摺曲などの帯状構造に

　平行な方向の圧縮による摺曲構造（単元境界右側）

e：単元境界左側（構造単元右端部）の左回転メガキンク

　摺曲
f：単元境界右側（構造単元左端部）の右回転メガキンク

　摺曲

　（左右は海洋側から構造単元を見た場合）

　5．2横ずれセンスと屈曲パターンの関係

　沈み込みが左横ずれ成分を持つ場合には，構造単元の

左端から海洋側の縁に沿ってL字状の隆起帯が形成さ

れる．また，地震時に，帯状構造と平行な方向を主軸と

する圧縮場が構造単元右端部に形成されるため，dの摺

曲構造は単元境界左側に出現する．更に，単元境界付近

の逆断層は，右側ブ冒ックの相対的隆起を示す．これに

対して，左及び右回転メガキンク摺曲並びにノーズ状構

造は，右横ずれ成分を持つ場合と同様に形成される．

　5．3　プレート境界地震の断層下盤側の変形

　屈曲構造の形成モデル（第5図）に示すように，プレー

ト境界地震の断層面上端は，外縁隆起帯と海溝陸側斜面

の境界部に位置する逆断層に連続すると考えられる．従

って，同断層の海洋側に位置する付加体や海溝充填堆積

物（加賀美ほか，1983のプ・トスラスト帯一多重階層デコ

ルマン帯の一部）は，プレート境界地震の断層下盤側に

位置すると考えられる．

　これらの断層下盤側の堆積物及び沈み込む海洋性プレ

ート中に，断層上盤側と同様な定常的な弾性歪の解放領

域（構造単元）が形成された場合には，下盤側の構造単元
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第6図　プレート境界地襲の断層下盤側に構造単元が形成された場合の下盤側の水平変位分布（上段）とA－Bに沿う断面図（下

　　　段）　右斜め沈み込みの場合．上段の実線矢印：下盤側の水平変位，上段の破線矢印：上盤側の水平変位．便宜上，断層面の走向を東西，

　　　傾斜の方向（島弧側）を北と見なす．

F圭g．6Distribution　pattem　of　the　horizontal　displacements　in　the　footwall　of　the“plate　boundary”earthquake　fault，in　case

　　where　the　structural　units　are　formed　in　the　footwa1L　The　bottom　figure　is　a　cross　section　along　A－B。Arrows　of　solid

　　an（ibrokenlines　inthe　top　figure　showhorizontal　displacements　inthe　footwall　andhangingwallrespectively。Forconve－

　　nience’sake，the　srike　and　dip　ofthe｛aultplane　are　assumed　to　be　E－Wand　noIthrespectively．

境界部にも屈曲構造が形成されると考えらむる。下盤側

の変位ベクトルは，水平及び垂直成分とも，上盤側の変

位ベクトルと逆の方向を持つ．また，構造単元境界部に

おける東西短縮量は，上盤側とは逆に島弧側へ向かって

増加する（第6図）．従って，右斜め沈み込みに伴う断層

下盤側の屈曲構造は次のような特徴を持つと考えられる

（第7図）．

a：構造単元の左端から島弧側の縁（断層面の下端）に沿

　う沈降帯

b：単元境界に沿う，海洋側へ突出するノーズ状構造

　（海溝軸に平行な帯状構造の海洋側への突出）

c：単元境界付近における，左側ブ・ックの相対的隆起

　を示す逆断層

d：アコーディオン状摺曲や共役摺曲などの帯状構造に

　平行な方向の圧縮による摺曲構造（単元境界左側）

e：単元境界左側の右回転メガキンク摺曲

f：単元境界右側の左回転メガキンク摺曲

　（左右は海洋側から構造単元を見た場合）

　横ずれセンスが左の場合には，沈降帯は構造単元の右

端（単元境界左側）に沿って形成され，dの摺曲構造は単

元境界右側に出現する．また，単元境界付近の逆断層

は，右側ブ・ックの相対的隆起を示す。b，e，fの構造は

横ずれセソスの左右に関わりなく形成される．

　このような特徴を持つ断層下盤側の変形は，静岡県中

部に分布する前期中新世の付加体（杉山・下川（1989）の

大井川衝上体）中に存在する。この付加体の構造につい

ては第2部で詳述する．

　また，現在，西南日本弧及び関東地方下に沈み込みつ

つあるフィリピン海プレート上面の等深線（山崎・大井

田，1985；石田，1989など）には，ここで述べた断層下

盤側の変形と解することが可能な，等深線の海洋側への

突出が存在する（第8図）．本稿ではこの構造について立

ち入った考察を行い得ないが，その形成過程について示

唆を与える2つの特徴を指摘しておく．1）等深線の海洋
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第7図
Fig．7

プレート境界地震の断層下盤側に形成される屈曲構造　右斜め沈み込みの場合aイの構造要素については本文参照

Bending　structures　formed　in　the　footwall　of　the“plate　boundary’7eartquake　fault。In　the　case　of　right－lateral　oblique

sub（iuction．a＝downwarping　with　oceanward一（1ecreasing　displacements，b：nose　structure　protmding　oceanwards，c：

reversefault　showing　relativeuplift　ofthe　left－hande（iblock，（1：folds　formed　bycompressionparallel　to　the　trench　axis，e

＆f：megakink　folds　showing　clockwise　and　comtercloc㎞se　rotations　respectively．
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第8図

Fig．8

本州中央部下に沈み込むフィリピン海プレート上面（微小地震の震源上限面）の形状　中部及び近畿地方は山崎・大井田

（1985），関東地方は石田（1989）による．

Shape　of　the　inclined　seismic　zone　in　the　subducting　Philippine　Sea　Plate　beneath　the　central　part　of　Honshu．After

YAMAzAKI　and　OoIDA（1985）and　IsHmA（1989）．The　upPer　boun（1ary　of　focal（1epths　is　shown．Contour　lines　protmde

oceanwards　near　Shiono　misaki（S），Omae　zaki（O）and　Tokyo（T）．These　bendings　of　the　contours　can　be　regarded　as

the　bending　stmctures　formed　in　the　footwall　of　the“plate　boundary”earthquake　fault．
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側への突出は，東京，御前崎及び潮岬付近に，ほぼ等し

い間隔（約200km及び250km）で存在すること，2）これ

ら3つの海洋側への突出は，南海トラフの延びの方向と

ほぽ直交する北西一南東方向の軸を有すること．

地質課の岡村行信主任研究官には室戸岬沖の海底地質に

ついて御教示頂いた．更に，衣笠善博地震地質課長及び

佃主任研究官には草稿を検討して頂いた．

　ここに記して，これらの方々に深く感謝の意を表す

る．

6．　ま　と　め

　以上，本稿では西南日本前縁の地震性地殻変動区に存

在する屈曲構造をプレート境界地震の地震時地殻変動と

の関連において捉え，考察を行った．その主な論点は次

のように要約される．

　1。西南日本の前縁部は，プレート境界地震の震源域

に対応する，東西幅120－150kmの構造単元に区分され

る．

　2．構造単元の境界部には，室戸岬，御前崎などの南

方に突出する岬に．連続する逆L字状のトレースを持つ

隆起帯が存在するほか，帯状構造の島弧側への突出（ノ

ーズ状構造），メガキンク摺曲，南北方向の軸を有する

摺曲，及び南北性の断層などからなる屈曲構造が認めら

れる．

　3，　これらの各屈曲構造要素の変形パターンは，右斜

めずれ変位を有する震源断層の活動（プレート境界地震）

に伴う，地表における変位の特徴と調和的である．

　4，　このことから，屈曲構造は，プレート境界地震に

伴う地震性地殻変動の一形態と考えられる．すなわち，

屈曲構造は定常的な造構応力場で形成されたものではな

く，プレート境界地震に伴って“パルス的”に生み出さ

れる造構応力場における変形が累積したものと解され

る．

　5。以上の考察に基づいて，プレートの斜め沈み込み

に伴う屈曲構造の形成過程を一般化した．一般化された

屈曲構造の形成モデルに基づくと，プレート境界地震の

断層下盤側にも屈曲構造が形成され得ること，また，そ

の場合，ノーズ状構造は海洋側へ突出することを示し

た．

謝辞本稿は，工業技術院特別研究r地震予知に関す

る地質学・地球化学的研究」の2．地震発生機構の地域

的特性の解明2）東海地域（昭和63年度）の研究成果の一

部である。

　本研究を進めるに当たり，環境地質部地震地質課の粟

田泰夫技官には，屈曲構造の形成過程について共同研究

を行って頂いた．また，同課の佃　栄吉主任研究官に

は，再三にわたり，筆者の考察を進める上で有意義な議

論をして頂いた．小出　仁地震物性課長には断層と帯状

構造の屈曲に関する貴重な示唆を頂き，海洋地質部海洋
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